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地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）第２６条の規定に

より教育委員会がその権限に属する事務の管理及び執行の状況について、点検及び評価を行い、

その結果に関する報告書を議会に提出し、公表することにより、効果的な教育行政の推進に資

するとともに、住民への説明責任を果たしていくために実施していくものである。 
 

 

 

１０款．教育費 

（１項）教育総務費 

P1・・・幼稚園就園奨励事業 

P2・・・スクールカウンセラー事業・教育相談員事業 

P3・・・鹿島市日韓子ども交流事業・外国青年招致事業・特別支援学校等通学対策事業 

P4・・・特別支援教育支援員事業・学校生活支援員事業・金管バンド指導支援員活用事業 

P5・・・フッ化物洗口むし歯予防事業・コミュニティ・スクール推進事業・補充学習等支援事業 

P6・・・未来にはばたく子供育成事業 

P7・・・ふれあい囲碁事業・学力向上対策事業・香取市の子どもたちとの交流事業 

（２項・３項）小学校費・中学校費 

P8・・・教材等備品整備事業・児童奨励対策事業・生徒奨励対策事業 

P9・・・就学援助事業・遠距離通学児童生徒対策事業 

P10・・・一人ひとりを伸ばす教育推進事業 

P11・・・小中学校施設整備事業・小学校大規模改造整備事業 

P12・・・明倫小学校体育館吊り天井改修事業・北鹿島小学校プール改築事業（平成２７年度分） 

P13・・・東部中学校体育倉庫改築事業（Ｈ２６明許）・西部中学校舎大規模改造空調工事事業 

P14・・・東部中学校体育館耐震補強大規模改造事業・鹿島小・西部中・東部中学校楽器等整備事業 

P15・・・小中学校情報教育施設整備事業・小中学校公務用パソコン及びサーバ機整備事業・ 

P16・・・小中学校理科及び算数・数学設備整備事業 

（４項）社会教育費 

P17・・・少年教育事業 

P18・・・青少年教育事業 

P19・・・社会教育事業 

P20・・・社会教育事業委託・補助 

P21・・・男女共同参画社会づくり事業・公民館指定管理事業 

P22・・・地区公民館管理事業・身近なユニバーサルデザイン推進事業（トイレ洋式化） 

P23・・・自治公民館建設等事業・生涯学習センター管理事業 

P24・・・市民図書館事業 

P26・・・社会同和教育事業 

P27・・・文化財保護対策事業 

P29・・・伝統的建造物群保存事業（肥前浜宿継場管理事業） 

（５項）保健体育費 

P30・・・スポーツ推進事業 

P31・・・市立学校体育施設開放事業 

P32・・・スポーツ組織等の強化育成事業 

P33・・・体育施設管理事業 

P34・・・学校給食運営事業

目 的 ・ 趣 旨 

目 次 
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１０款. 教育費 

※ 教育費については、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条第１項に規定する報告書を兼ねます。 

平成２７年度鹿島市学校教育方針に基づき、２１世紀を主体的に生きることができる知・徳・体の調和のとれ

た人間性豊かな子どもたちの育成という観点に立ち、確かな学力・豊かな人間性・健康と体力を柱とし、加え

て地域力を活かして「生きる力」を育成するため、創意に満ちた特色ある学校教育の推進、教職員の資質向

上及び教育環境の整備・充実に努めた。 

平成２７年度鹿島市社会教育方針に基づき、市民が等しく学校教育や社会教育あるいはスポーツ・文化・

ボランティア活動などを通じて、生涯にわたり学習できる社会の実現が重要となる中、多様化する現代社会を

生きていくうえで必要な知識や楽しみ、生きがいを見出すために、いつでも、どこでも、何でも学べる環境づく

りに取り組むなど、生涯学習の基盤整備や各種施策の積極的な推進を図った。 

教育委員会制度改革により、市長部局との連携を高めるため、市長並びに教育委員で構成する「鹿島市総

合教育戦略会議」を１０回開催。学力向上、ふるさと教育、学校以外での過ごし方など、鹿島市の子どもたち

の理想とする姿について議論を重ね、市の教育施策の指針となる「鹿島市子ども教育大綱」を策定した。 

１０款. 教育費 （１項）教育総務費 

 

豊かな人間性や基礎・基本を身につけさせ、未来を切り拓く力の育成を図るために、児童生徒の実態を踏

まえ、一人ひとりの能力を伸ばすための各種施策を展開した。 

引き続き、未来にはばたく子供育成事業を実施し、小学生を対象に中学校理科教員による理科教室などを

開催し、通常の授業だけでは伝えることができない、科学の不思議さや面白さを感じてもらい、未来にはば

たく子どもたちの育成を図った。また、平成２７年度は、英語教室を開催し、外国語に親しむことができた。 

国際理解教育の一環として、韓国の大西（テソ）初等学校との交流を実施するとともに学校、家庭、

地域が連携して子どもたちを育むための各種事業を推進した。 

特別支援教育支援員、学校生活支援員や金管バンド指導支援員をはじめとする各種支援員など、積極的

な人的配置により、一人ひとりの教育的ニーズに応じた相談体制や学習・学校生活支援の充実を図った。 

○教育総務費の主な事業 平成２７年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 幼稚園就園奨励事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
6,127 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

1,738    4,389 

事業内容 

 

区   分 対 象 事業費(円) 事 業 概 要 

幼稚園就園奨励費補助 42 人 5,938,700 

幼児教育の重要性に鑑み、家庭の所得に

応じて幼稚園児の保護者へ補助金を交付

した。 

幼稚園運営補助 1 園 188,000 
幼稚園の運営の円滑化及び幼児教育の

振興のため、幼稚園へ補助金を交付した。 

○主要施策 

幼稚園への就園奨励 

○成  果 

保護者及び幼稚園の経済的負担を軽減することにより、幼児教育の振興を図ることができた。 
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○教育総務費の主な事業（続き） 平成２７年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 スクールカウンセラー事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
1,497 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 498   999 

事業内容 

教育相談に関して専門的な知識・経験を有する者をカウンセラーとして配置し、学校におけるカウンセ

リング機能の充実を図った。 

小学校７校兼務 ２人配置 

○主要施策 

一人ひとりを伸ばす教育の推進 

○成  果 

悩みや心配事のある子どもたちやその保護者、教職員に対して、助言や指導を与えることができた。 

事業名 教育相談員事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
315 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    315 

事業内容 

生徒の様々な悩みを聞き、助言を行い、学校教育・家庭教育の充実を図った。 

教育相談員  中学校２校兼務 １人配置 

○主要施策 

一人ひとりを伸ばす教育の推進 

○成  果 

子どもたちが気軽に相談ができ、学校と家庭との連携も図ることができた。 

 
  

                



- 3 - 

 

 

○教育総務費の主な事業（続き） 平成２７年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 鹿島市日韓子ども交流事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
1,000 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    1,000 

事業内容 

国際交流事業の一環として、児童の相互訪問を通じて国際理解教育の推進を図る。 

平成２７年度は、北鹿島小学校訪問団が韓国高興郡大西（テソ）初等学校を訪問。歓迎交流会では、

事前に学習した韓国語で一人ひとりが堂々とスピーチを行うことができた。 

  北鹿島小学校訪問団 5・6 年生 11 名 引率等 8 名 

○主要施策 

ＡＬＴの積極的活用と国際理解教育の推進 

○成  果 

日本と韓国、言葉の壁はあるものの、ホームステイ等を通じ、それぞれの国の風習を教え合うことで、

似ている部分、異なっている部分を学ぶなど、充実した交流を行うことができた。 

事業名 外国青年招致事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
9,540 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   204 9,336 

事業内容 

中学校の英語教育の充実を図るとともに、小学校の英語活動への派遣、地域レベルでの国際交流の

進展を図った。 

外国語指導助手 西部中学校・東部中学校各１人配置 

○主要施策 

ＡＬＴの積極的活用と国際理解教育の推進 

○成  果 

小中学生時にネイティブスピーカーによる指導を受けることは、外国語をより身近なものとし、語学習

得、国際理解への意欲を増進させることにつながった。 

事業名 特別支援学校等通学対策事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
213 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    213 

事業内容 

特別支援学校等に在籍する児童生徒が帰省する際の補助等を行い、特別支援教育等の円滑な運営

を図った。 

特別支援学校等児童生徒帰省旅費補助  12,342 円 

特別支援学校等児童生徒送迎バス運行補助 200,000 円 

○主要施策 

一人ひとりを伸ばす教育の推進 

○成  果 

子どもたちの帰省等に伴う保護者の経済的負担を軽減することができた。 
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○教育総務費の主な事業（続き） 平成 27 年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 特別支援教育支援員事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
10,733 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    10,733 

事業内容 

軽度発達障害など教育上特別の支援を必要とする児童生徒に対して、学習上又は生活上の困難を克

服するための教育を行うため、市内全小中学校に９人の支援員を配置した。 

○主要施策 

一人ひとりを伸ばす教育の推進 

○成  果 

市内全小中学校に１人ずつ配置し、きめ細かな個別対応ができ、学習効果を高めることができた。 

事業名 学校生活支援員事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
6,668 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    6,668 

事業内容 

いじめ・不登校などの問題を抱えた児童・生徒への対応や、学校における子供たちの生活を教員と共

同で支援など、学校ごとに異なる様々な事情に対処するため、市内小中学校に８人を配置した。 

○主要施策 

一人ひとりを伸ばす教育の推進 

○成  果 

問題を抱えた児童・生徒に対し、家庭・学校・地域環境への働きかけや児童の心に寄り添いながらの

支援は、多くの子供たちにとって大きな支えになった。また、職員全体で情報共有する機会が増え、より

よい支援ができる体制作りができた。 

事業名 金管バンド指導支援員活用事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
406 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    406 

事業内容 

専門的な指導が必要な吹奏楽に、指導支援員を配置することで、適切な指導と教員の負担軽減を図

るため、鹿島小学校に１人を配置した。 

○主要施策 

一人ひとりを伸ばす教育の推進 

○成  果 

専門的な指導を行うことで、児童がより高度な技術を身につけることができ、また従来指導に当たって

いる教員の負担軽減を図ることができた。 
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○教育総務費の主な事業（続き） 平成２7 年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 フッ化物洗口むし歯予防事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
95 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   25 70 

事業内容 

むし歯予防に高い成果をあげているフッ化物洗口を行うことにより、全国及び佐賀県の平均に比べて

も高いむし歯罹患率の減少を目指し、実施した。 

平成２７年度 フッ化物洗口実施児童数 1,590 人  ※実施した児童の割合 96.8％ 

○主要施策 

安全教育や食育を含めた健康教育と体力づくりの一層の推進と充実 

○成  果 

永久歯のむし歯罹患率は平成２６年度と比較すると減少した。 

事業名 コミュニティ・スクール推進事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
662 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

105    557 

事業内容 

コミュニティ・スクールとは、学校の大きな方針を決める「学校運営協議会」に地域住民や保護者が参

加し、地域の意見や知恵を反映した、地域としっかりしたつながりのある開かれた学校である。 

学校運営協議会を開催し、学校運営や教育活動について協議した。また、新たに１校 平成 29 年度か

らの運営協議会の発足に向け、推進委員会による研究を行った。 

○主要施策 

家庭や地域社会との連携による防犯対策と教育力向上 

○成  果 

地域人材活用の活動をすることで教育活動がより充実した組織作りになった。また、地域と学校の双

方向性の交流ができた。 

そのほか、新たな学校運営協議会の発足に向け、組織・運営体制つくりの検討を行った。 

事業名 補充学習等支援事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
696 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

138 278  280  

事業内容 

中学校において、学習内容の定着が十分に図れていない生徒のため、地域の人材（退職教職員等

の社会人や保護者、教員志望の大学生等）を活用し、放課後や長期休業中に補充学習を行った。 

○主要施策 

一人ひとりを伸ばす教育の推進 

○成  果 

生徒に基礎学力を定着させるとともに、学ぶ楽しさを味わわせ、学習への意欲づけと学習習慣を確立

することができた。 
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○教育総務費の主な事業（続き）                        平成２７年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 未来にはばたく子供育成事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
225 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   225  

事業内容 

（１）『わくわく理科教室』の開催 

市内中学校理科部会による小学生を 

対象とした理科教室を行った。 

【低学年】（参加人数 29 名） 

長い時間回りつづけるこまづくり 

ふしぎな飛び方をするコップづくり 

【高学年】（参加人数 23 名） 

液体窒素を使って超低温の世界体験 

空気の力（大気圧）を使った実験体験 

 

（２）『どきどき理科教室』の開催 

    佐賀県立宇宙科学館へ行き、実際にさまざまな体験をすることができた。 

   ・小学３年生から 6 年生（参加人数 36 名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

（３）「英語教室」の開催 

クイズ・ゲーム等を交え英語に親しみ、また、外国語指導助手作成レシピにより軽食つくりを 

楽しんだ。「少年の夢発表」では、英語により将来の夢を発表した。 

（参加人数 小学生 延べ 90 名） 

 

 

 

 

 

 

  

 

○主要施策 

一人ひとりを伸ばす教育の推進 

○成  果 

通常の授業だけでは伝えることができない、不思議さや面白さを感じてもらうことができた。 

また、理科や外国語への興味・関心を高めることができた。 
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○教育総務費の主な事業（続き） 平成２7 年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 ふれあい囲碁事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
177 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   177  

事業内容 

次代を担う子どもたちへの囲碁文化を継承するとともに、囲碁を打ち、お互いふれあうことにより、 

相手の気持ちを理解し合う心を醸成することを目的に実施した。 

主に小学校 3 年生 ２７１人 

○主要施策 

福祉教育・情報教育・道徳教育・豊かな心をはぐくむ教育の推進 

○成  果 

個々人がそれぞれ相手を探して囲碁をする姿が見られ、囲碁を通して、お互いふれあう楽しさを味わう 

ことができた。     

 

事業名 
（一般管理事業） 

学力向上対策事業 

所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
2,000 財

源 
国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    2,000 

事業内容 

学習意欲の向上を図り、学習の基礎の確実な定着、個性と能力に応じた自己教育力の育成を図った。   

○主要施策 

学習形態の工夫と学校規模のあり方についての検討 

○成  果 

学力検査等に関する市内の実態報告や各学校の取り組み状況について協議や意見交換を行い、 

全職員が同じスタンスで取り組むことができた。 

事業名 香取市の子どもたちとの交流事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
525 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    525 

事業内容 

鹿島市の児童が千葉県香取市長を表敬訪問し、佐原の大祭などを通して香取市の子供たちとの交流を

行った。また、訪問中、鹿島鍋島藩の藩主のお墓を代々大切に守ってきた地元集落の皆様や鹿島市出身

の先輩の話を聴くことができた。 

○主要施策 

福祉教育・情報教育・道徳教育・豊かな心をはぐくむ教育の推進 

○成  果 

ふるさと鹿島に対する愛着と誇りの涵養を図るとともに香取市との将来にわたる友好関係を構築すること

ができた。 

 

 

 

 

 



- 8 - 

 

１０款. 教育費 （２項・３項）小学校費・中学校費 

次世代を担うたくましい児童生徒の育成のために、その基盤となる学力の向上及び心の教育の充実に向け

ての施策を展開した。 

福祉・環境・情報教育を推進し、現代社会に対応できる人材育成のための各種施策や総合的な学習の時

間などを利用して自ら学び考える力を伸ばし「生きる力」を育成する施策を推進した。 

ふるさと人材育成支援基金を活用した郷土の人材を育成するための施策や各種営繕を含めた学校施設の

整備、電子黒板の整備によるＩＣＴ（情報通信技術）教育の推進など、安全で快適な教育環境づくりのための

各種施策を展開した。 

 

○小学校費・中学校費の主な事業 平成２７年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 
（小学校一般管理事業・中学校一般管理事業） 

教材等備品整備事業 

所管課 教育委員会 教育総務課 施設整備係 

費 目 学校管理費 

事業費 

（千円） 
13,781 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   300 13,481 

事業内容 

教育環境の整備充実のため、小・中学校の各種備品の整備を行った。 

○備品整備状況（電子黒板、楽器、公務用パソコン、理数備品は別掲）             （単位：円） 

区 分 小学校 中学校 計 

１ 教材備品 2,723,705  1,987,756  4,711,461  

２ 一般備品 3,068,770  2,135,440  5,204,210  

３ 図書備品 2,428,562  1,436,456  3,865,018  

計 8,221,037  5,559,652  13,780,689  

○主要施策 

快適な教育環境づくり 

○成  果 

学校事務の共同実施による備品の共同購入により、効率的な予算の執行を行った。 

基金（光武文庫）を活用し、小学校図書の充実を図った。 

事業名 児童奨励対策事業・生徒奨励対策事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 教育振興費 

事業費 

（千円） 
1,873 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   1,873  

事業内容 

小・中学校の児童や生徒及び教職員が、学校教育振興に関する諸活動（学術、研究、体育、スポーツ

活動等を含む）のため、九州・全国大会に市の代表として出場する場合の参加経費について、補助金を

交付した。 

小学校 182,800 円（九州大会： 吹奏楽 1）   

中学校 1,689,400 円（九州大会： 運動競技 6 吹奏楽 1、  全国大会： 運動競技 3 ） 

○主要施策 

一人ひとりを伸ばす教育の推進 

○成  果 

九州・全国大会への参加経費を補助することにより、小・中学校の児童生徒の学校教育振興に関する

諸活動の振興に寄与することができた。 
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○小学校費・中学校費の主な事業（続き） 平成２７年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 
（教育振興費） 

就学援助事業 

所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 教育振興費 

事業費 

（千円） 
12,651 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

886    11,765 

事業内容 

経済的理由により、就学困難な児童生徒の保護者に対し、学用品費等の支給（要保護・準要保護就

学援助費）を行った。 

小学校 83 人 5,309,045 円 

中学校 58 人 5,568,971円 

特別支援学級に通学する児童生徒の保護者に対し、学用品費等の支給（特別支援教育就学奨励

費）を行った。 

小学校 34 人 1,032,491 円 

中学校 16 人 739,730円 

○主要施策 

一人ひとりを伸ばす教育の推進 

○成  果 

保護者の経済的な負担を軽減することにより、義務教育の円滑な運営を図ることができた。 

事業名 
（教育振興費） 

遠距離通学児童生徒対策事業 

所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 教育振興費 

事業費 

（千円） 
2,201 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    2,201 

事業内容 

遠距離通学をする児童生徒の保護者に対して、通学方法に応じた補助金を交付した。 

小学校 54 人 483,331 円 

中学校 65 人 1,716,856 円 

○主要施策 

一人ひとりを伸ばす教育の推進 

○成  果 

保護者の経済的負担を軽減し、義務教育の円滑な運営を図ることができた。 
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○小学校費・中学校費の主な事業（続き） 平成２7 年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 
（教育振興費） 

一人ひとりを伸ばす教育推進事業 

所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 教育振興費 

事業費 

（千円） 
5,860 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   2,620 3,240 

事業内容 

 

米づくり、校内の環境整備、文化的事業やその他の体験活動を行うことにより、豊かな情操と教養の

習得を図った。 

鹿島市福祉教育に関する条例に基づき、感性豊かな小中学生の時期に地域においてボランティア

活動を行い、地域に貢献する温かい人間性豊かな人への成長を図った。 

鹿島市ふるさと人材育成支援基金条例に基づき、小中学生を対象として、活力ある地域づくりのため

にふるさとの多様な自然・歴史・伝統文化・産業等を活かした人材育成事業を行った。 

・小学校 4,340,000 円   ・中学校 1,520,000 円 

○主要施策    

福祉教育・情報教育・道徳教育・豊かな心をはぐくむ教育の推進 

○成  果 

様々な体験活動によって、思いやりの心や感動する心を育むことができた。苗を植え、収穫する体験

を通して、生産の喜びを体験できた。 

地域の産業、職人の技術、自然や文化、歴史に触れ、郷土への愛着、ものづくりへの興味・関心を高

めることができた。 

取組を通して、いろいろな人の立場を思いやって物事を考えることができるようになり、また普段接す

ることの少ない地域の人達とのコミュニケーションを図ることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○味噌つくり体験                    ○米づくり体験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○漁業体験                     ○板金加工体験 
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○小学校費・中学校費の主な事業（続き） 平成２７年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 
小中学校施設整備事業・小学校大規模改造整備
事業 

所管課 教育委員会 教育総務課 施設整備係 

費 目 学校管理費 

事業費 

（千円） 
32,741 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   18,000 14,741 

事業 

内容 

各小中学校からの工事要望箇所を立会して確認し、危険性の高い箇所や老朽化が著しい施設の修繕

や工事を行い教育環境の改善に努めた。 

○事業内訳                                                  （単位：円） 

学 校 名 事 業 費 事 業 概 要 

1 鹿島小学校 327,510 屋外便所排水管詰まり修繕 他 

2 能古見小学校・浅浦分校 908,497 校舎天井補修工事 他 

3 古枝小学校 10,150,056 校舎大規模改造 1期工事実施設計 他 

4 浜小学校 3,485,268 防球ネット張替え工事 他 

5 北鹿島小学校 10,555,272 プール改築工事設計業務委託 他 

6 七浦小学校・音成分校 712,800 音成分校太陽電池式電波時計取替工事 他 

7 明倫小学校 1,314,187 プール本体漏水修繕工事 他 

8 西部中学校 4,688,366 体育館音響設備改修工事 他 

9 東部中学校 598,752 運動場便所解体工事  

○主要施策 

学校施設の耐震化や防犯設備を考慮した設備改修、情報設備や学校図書館の充実、快適な教育環境

づくり 

○成  果 

耐震工事、修繕・工事を計画的に行い、児童生徒達が過ごしやすい教育環境を整えることができた。 

○浜小防球ネット張替工事 ○西部中体育館音響設備改修工事 
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○小学校費・中学校費の主な事業（続き） 平成２７年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 明倫小学校体育館吊り天井改修事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 施設整備係 

費 目 学校管理費 

事業費 

（千円） 
29,538 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

9,787  19,600  151 

事業 

内容 

○工事概要 

工期 平成 27 年 6 月 15 日 ～ 平成 27 年 8 月 28 日 

災害時における児童等のための緊急避難所としての必要な 

機能を発揮できるように、非構造部材の耐震化を図った。 

吊り天井部材・・・（撤去） ｱﾘｰﾅ部分約 875 ㎡ 

（仕上） 硬質ｳﾚﾀﾝ吹き付け 

天井照明器具・・・(撤去) 昇降式 2 灯式照明 16 基 

            （仕上） 天井鉄骨直付 LED照明 16 基 

その他・・・     ｽﾋﾟｰｶｰ・時計等の専用ﾋﾞｽ止め他を施工 

○事業費内訳                    （単位：円） 

項   目 事   業   費 

体育館吊り天井改修工事 28,620,000  

監理業務委託 918,000  

計 29,538,000  

○主要施策 

学校施設の耐震化や防犯設備を考慮した設備改修、 

情報設備や学校図書館の充実、快適な教育環境づくり 

○成 果 

施設の非構造部材の耐震化を行い、教育環境を改善 

することができた。 

事業名 
北鹿島小学校プール改築事業 

（平成 27年度分） 

所管課 教育委員会 教育総務課 施設整備係 

費 目 学校管理費 

事業費 

（千円） 
45,396 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

  41,000  4,396 

事業 

内容 

○工事概要 

工期 平成 28 年 1 月 19 日 ～ 平成 28 年 6 月 30 日 

構造体の老朽化による改築工事。 

平成 27 年度施工計画・・・解体・基礎 

平成 28 年度施工計画・・・構造体・ﾌﾟｰﾙ本体・更衣室・ポンプ等 

 

○事業費内訳                     （単位：円） 

項   目 事   業   費 

プール改築工事 44,496,000  

監理業務委託 900,000  

計 45,396,000  

○主要施策 

学校施設の耐震化や防犯設備を考慮した設備改修、 

情報設備や学校図書館の充実、快適な教育環境づくり 

○成 果 

施設の改築工事を行い、教育環境の改善を目指す。  

 

 

吊り天井撤去後 

プール解体前 

プール解体後 

吊り天井撤去前 
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○小学校費・中学校費の主な事業（続き） 平成２７年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 東部中学校体育倉庫改築事業（H26 明許） 
所管課 教育委員会 教育総務課 施設整備係 

費 目 学校管理費 

事業費 

（千円） 
21,168 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   21,168  

事業 

内容 

 

○工事概要（平成 27 年 5 月竣工） 

 昭和 49 年建築の体育倉庫が、老朽化したので改築した。 

鉄骨造平屋建   延床面積 99.9 ㎡ 

倉庫に付属する屋外トイレを整備 

 

○事業費内訳                       （単位：円） 

項   目 事 業 費 

倉 庫 改 築 工 事 20,520,000  

監理業務委託料      648,000  

計 21,168,000  

 

○主要施策 

学校施設の耐震化や防犯設備を考慮した設備改修、 

情報設備や学校図書館の充実、快適な教育環境づくり 

 

○成 果 

施設の改築を行い、教育環境を改善することができた。 

事業名 西部中学校舎大規模改造空調工事事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 施設整備係 

費 目 学校管理費 

事業費 

（千円） 
61,874 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   11,000 50,874 

事業 

内容 

 

○工事概要 

工期 平成 27 年 7 月 13 日 ～ 平成 27 年 11 月 26 日 

普通教室の室内環境改善のために空調設置した。 

設置教室数 ・・・ 普通教室 21 教室に設置 

使用制御   ・・・  集中管理制御（デマンド制御対応） 

 

○事業費内訳                    （単位：円） 

項   目 事 業 費 

空調工事 60,480,000 

監理業務委託 1,393,200 

計 61,873,200 

 

○主要施策 

学校施設の耐震化や防犯設備を考慮した設備改修、 

情報設備や学校図書館の充実、快適な教育環境づくり 

 

○成 果 

施設の設備整備を行い、教育環境を改善することができた。  

 

旧体育倉庫 

新体育倉庫 

室外機の設置状況 

教室内の空調設置状況 
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○小学校費・中学校費の主な事業（続き） 平成２７年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 
東部中学校体育館耐震補強 

大規模改造事業 

所管課 教育委員会 教育総務課 施設整備係 

費 目 学校管理費 

事業費 

（千円） 
145,368 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

44,083  86,700 14,000 585 

事業 

内容 

 

○工事概要 

工期 平成 27 年 7 月 13 日 ～ 平成 27 年 11 月 6 日 

昭和 42 年建築、鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 2 階建､ 延床面積 1,065 ㎡ 

 

○事業費内訳                    （単位：円） 

項   目 事   業   費 

耐震補強・大規模改造工事 141,588,000 

監理業務委託 3,780,000 

計 145,368,000 

 

○主要施策 

学校施設の耐震化や防犯設備を考慮した設備改修、 

情報設備や学校図書館の充実、快適な教育環境づくり 

 

○成 果 

施設の耐震補強と改修工事を行い、教育環境を改善 

することができた。 

 

 

事業名 鹿島小・西部中・東部中学校楽器等整備事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 施設整備係 

費 目 学校管理費 

事業費 

（千円） 
7,342 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   7,272 70 

事業 

内容 

 

古くなった楽器の買い換えを行った。 

また、各種検診業務に必要なｵｰﾄｸﾚｰﾌﾞ(高圧蒸気滅菌器)を 

整備した。 

○事業費内訳                    （単位：円） 

項   目 事   業   費 

鹿島小学校楽器購入費  3,271,752  

中学校楽器購入費 3,743,669  

ｵｰﾄｸﾚｰﾌﾞ購入費 326,160  

計 7,341,581  

 

○主要施策 

学校施設の耐震化や防犯設備を考慮した設備改修、 

情報設備や学校図書館の充実、快適な教育環境づくり 

○成 果 

備品整備を行い、教育環境の充実を図ることができた。 

 

 

 

 

鹿島小学校ﾌｧﾝﾀｼﾞｰﾌﾞﾗｽﾊﾞﾝﾄﾞ部 

耐震（壁ブレース増築） 

改修（外部塗装） 

東部中学校 ﾕｰﾌｫﾆｱﾑ 
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○小学校費・中学校費の主な事業（続き） 平成２７年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 小中学校情報教育施設整備事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 施設整備係 

費 目 学校管理費 

事業費 

（千円） 
39,744 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   38,734 1,010 

事業 

内容 

 

ICT（情報通信技術）教育の推進のため、平成 26・27 年度の 

２か年で全普通・特別支援教室に電子黒板の整備を行った｡ 

 

○事業費内訳                    （単位：円） 

項   目 事   業   費 

小学校購入費 ３４台 33,782,400  

中学校購入費  ６台 5,961,600  

計 39,744,000  

 

○主要施策 

学校施設の耐震化や防犯設備を考慮した設備改修、 

情報設備や学校図書館の充実、快適な教育環境づくり 

○成 果 

電子黒板を各教室に導入することにより、ICT 教育の 

環境を整えることができた。 

事業名 
小中学校公務用パソコン及びサーバ機整備

事業 

所管課 教育委員会 教育総務課 施設整備係 

費 目 学校管理費 

事業費 

（千円） 
35,100 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   35,000 100 

事業 

内容 

 

事務負担軽減の一環として、パソコンの入替を行った。 

 

 

 

○事業費内訳                    （単位：円） 

項   目 事   業   費 

小学校購入費  55 台 19,575,564 

中学校購入費  21 台 8,072,436 

サーバ機購入費  5 台 7,452,000 

計 35,100,000 

○主要施策 

学校施設の耐震化や防犯設備を考慮した設備改修、 

情報設備や学校図書館の充実、快適な教育環境づくり 

○成 果 

公務用パソコン整備を行い、公務環境の充実を図ることが 

できた。 

 

 

 

古枝小学校 職員室 サーバ機 

鹿島小学校 公務用 パソコン 

電子黒板を活用した授業 
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○小学校費・中学校費の主な事業（続き） 平成２７年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 小中学校理科及び算数・数学設備整備事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 施設整備係 

費 目 学校管理費 

事業費 

（千円） 
1,763 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

880    883 

事業 

内容 

 

新学習指導要領に基づいて、観察・実験などに必要な理科 

及び算数器材の備品を整備した。 

 

○事業費内訳                    （単位：円） 

項   目 事   業   費 

小学校購入費  871,765  

中学校購入費  890,622  

計 1,762,387  

 

○主要施策 

授業時数の確保・小学校外国語活動・中学校の武道必修化 

など学習指導要領に基づく教育の充実 

 

○成 果 

器材を活用した観察・実験等を行い、学習意欲の向上を図る 

ことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

算数・円周測定 

理科・デジタル気体測定機 
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１０款． 教育費   （４項）社会教育費 

市民の誰もが、いつでも・どこでも・楽しく学べ、主体的に活動できるような生涯学習のまちづくりのため、鹿島

市生涯学習センター「エイブル」をはじめ、市民交流プラザ「かたらい」や各地区公民館等を拠点に、広く市民へ

の学習機会の提供と環境づくりに努めた。また、さまざまな体験を通して次代を担う青少年の健全な心身の育成

を図るとともに、集団生活による自立性や社会性を育むため、青少年体験活動事業（鹿島ドリームシップ）や通

学合宿（ハウスキャンプ）を実施した。さらに、学校や学年が違う仲間との活動の中で、社会における協調性をも

てるようジュニアリーダーによる「わんぱくスクール」を開催した。 

市民図書館事業では、利用者のニーズに応えるよう企画事業を実施し、さらに、アウトリーチサービス（出前活

動）に力を入れ、図書館サービスの強化・充実を図った。 

一方、文化財においては、県立鹿島高等学校普通教室棟の改築に伴い、鹿島城跡および旭ヶ岡遺跡発掘

調査を実施した。その結果、弥生時代中期の甕棺を中心とする墓地から、「鉄戈」をはじめとする重要な遺物が

多数出土した。このことにより鉄戈が出土した甕棺が旭ヶ岡遺跡の支配者層の墓であること、旭ヶ岡遺跡が弥生

時代中期の鹿島地方の中心的な遺跡であることが明らかになった。また「赤門及び大手門修理検討委員会」で

赤門袖塀に影響を及ぼしている楠木の取扱いの協議を行った。その他、地域の古資料の調査や開発に伴う埋

蔵文化財の調査を行うなどの文化財保護事業を行った。 

社会同和教育事業においては、人権・同和問題の理解と認識を深めてもらうため、市民への啓発活動や各

種学習会を行った。 

○社会教育費の主な事業 平成２７年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 少年教育事業 
所管課 教育委員会 生涯学習課 社会教育係 

費 目 社会教育総務費 

事業費 

（千円） 
808 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 518   290 

事業内容 

○わんぱくスクール                                                ２９千円 

小学校４～６年生を対象とし、ジュニアリーダーなどにより各種体験活動を実施。延べ６３人が参加し、レクリ

エーション、韓国語講座、手作りスイーツ作りなどを実施した。（６回実施） 

○ヒカルの碁鹿島スクール                                           １９９千円 

６月～３月の第１・３土曜日を中心に計２１回開催、日本棋院鹿島支部・ボランティア講師の指導により、小学

生３５人延べ４４０人が囲碁の楽しみ、礼儀作法を学んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

（わんぱくスクール：韓国語講座）         （ヒカルの碁） 

○エイブル・地区体育館開放事業                                      ３９５千円 

エイブルの開館日、体育館は５月～翌年３月までの平日午後３時～５時までを子どもの居場所づくりとして無

料開放し、子ども達へ安全な遊び場を提供した。 

・エイブル ６，９２３人利用 ・北鹿島体育館 ７６９人利用 ・臥竜ケ岡体育館 １，９６３人利用 

○鹿島市放課後子どもプラン運営委員会                                 １８５千円 

市内青少年関係団体による会議を開催(年２回)。放課後の子どもの安全で安心な活動場所を確保し、放

課後対策についての意見交換を行った。 
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○社会教育費の主な事業（続き）                           平成２７年度 鹿島市決算（資料） 

事業内容 

○主要施策 

・世代間や他地区との交流会の実施 

・青少年育成団体や諸活動団体との連携および育成支援 

○成 果 

小学生を対象に、自然体験・レクリエーション活動により放課後児童対策等の拡充を図ることができた。 

事業名 青少年教育事業 
所管課 教育委員会 生涯学習課 社会教育係 

費 目 社会教育総務費 

事業費 

（千円） 
2,119 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    2,119 

事業内容 

○少年体験活動事業（ドリームシップ）事業補助金                          １，３３９千円 

８／２１（金）～２２（土）にかけて小学生２４人、スタッフ８人が参加。沖縄にて平和研修（慰霊祭）や伝統工芸

の体験学習、地元子どもクラブとの交流を行った。 

○市子ども会連絡協議会体育・文化事業補助金                             ３００千円 

・インリーダー研修会 ６／２０(土)～２１(日) 諫早青少年自然の家(参加者９８人、ｽﾀｯﾌ３６人) 

・球技大会 ８／２(日)   出場チーム３３チーム（３９６人） 

・夏休み作品展 ９／２６(土)～１０／８(木)  ６３７点（習字４３６点、図画１２６点、工作７５点） 

 

   （ドリ－ムシップ事業：平和祈念公園 平和の礎）       （球技大会：ミニバレー） 

 

○青少年育成市民会議補助金                                       ２５０千円 

地域社会の担い手となる青少年の指導育成や、非行防止のため青少年育成団体、関係機関及び青少年

育成指導者等の協力により下記事業を実施した。       

・第１７回少年の夢発表会１１／１（日）（小学生７人・中学生４人）       

俳句（応募３，０５３点） かべ新聞（応募７作品） 

・親子アニメ映画館の開催（古枝） １０／３１（土） ７４人 

・地域環境点検活動１１／２４（火） 

 （市内スーパー、コンビニなど ３２ヶ所） 

                                          （少年の夢発表会） 

○鹿島市青少年共同宿泊体験事業業務委託                              ２３０千円 

 市内の小学４～６年生４８名が参加し、市民交流プラザ 

「かたらい」にて、１１／１９(木)～２１(土)の日程で開催した。 

普段は異なる学校に通学する児童同士が寝食を共にする 

中で、集団行動の大切さを学びながら、ナイトハイク・牧場に 

おける牛の乳搾り、ピザ窯でのピザつくり体験など、様々な 

活動を通して学ぶ体験プログラムを実施した。 

                                          （ピザ作り体験） 
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○社会教育費の主な事業（続き）                           平成２７年度 鹿島市決算（資料） 

事業内容 

○主要施策 

・青少年育成団体や諸活動団体との連携および育成支援 

・青少年自然体験活動・派遣交流などの推進 

・家庭や地域の教育力を高める学習の場の提供 

○成 果 

少年体験活動事業（ドリームシップ）においては、地元小学生との交流などを通じて、子どもたちが沖縄の文

化や歴史に触れ、伝統工芸の体験や学習をすることによって、幅広い視点から青少年の育成に資すること

ができた。 

市子ども会の活動や地域行事への参加により子どもの自主性と豊かな創造性を育み、地域コミュニティの充

実が図られた。 

また、少年の夢発表会においては、市の将来を担う子ども達が、日常生活の中で日頃考え、思っていること

を、広く市民に発表、訴えることにより、市民の子供たちの健全育成に対する理解を深めることができた。 

事業名 社会教育事業 
所管課 教育委員会 生涯学習課 社会教育係 

費 目 社会教育総務費 

事業費 

（千円） 
3,268 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 2,286   982 

事業内容 

○社会教育事業（さが段階チャレンジ交付金）                             ２，５４０千円 

市内各団体が実施する地域活性化事業に対し、県交付金を活用された。 

 ・屋根のないふるさと七浦博物館 （１，１１０千円） 

  ・ふるさとの歴史・文化再発見！親子で楽しむ歴史教室ｉｎ能古見（１３０千円） 

  ・嶽水道（とんのみぞ）を後世に遺す会（１，３００千円） 

 

○「第６２回成人式」開催                                            ４５０千円 

１／１０（日）新成人３７８人該当、３０６人参加 

 

○「第２４回盛年の集い」開催                                         ２６５千円 

１２／６（日）開催。６５歳該当者が自ら企画・運営し、２３６人が参加した。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （成人式）                             （盛年の集い） 

 

○高齢者教室                                                   １３千円 

各地区老人クラブからの申込みにより、定例会等を利用し、「老いを生きる」、「健康生活」などのテーマに３５

講座を開催し延べ８３６人が受講された。 
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○社会教育費の主な事業（続き）                           平成２７年度 鹿島市決算（資料） 

事業内容 

○まちづくり出前講座 

 誰もが学べる環境を提供するため、各種団体やサークルへの出前講座を実施した。３５のメニューから「ふ

るさとの歴史と文化財」、「高齢者の健康・元気づくり」など８９講座を開催し 3,501 人が受講された。今年度

導入された「マイナンバー制度」についての申し込みが約３割を占めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（高齢者教室）                          （まちづくり出前講座） 

○主要施策 

・家庭や地域の教育力を高める学習の場の提供 

○成 果 

年齢各層の交流が深められ、団体・サークルの活動充実と人づくりに努めた。 

事業名 社会教育事業委託・補助 
所管課 教育委員会 生涯学習課 社会教育係 

費 目 社会教育総務費 

事業費 

（千円） 
5,036 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 836  2,500 1,700 

事業内容 

○芸術文化振興事業委託金（鹿島市文化連盟）                             ６００千円 

○さが段階チャレンジ交付金（肥前皿おどり研究会）                           ８３６千円 

○田澤記念館運営事業補助金                                      １,０００千円 

○青少年教育活動事業交付金 （指定寄付）                             ２，５００千円 

○美術品修復委託（寄贈品：松尾松濤の絵画）                              １００千円 

 

 

 

 

 

 

 

（修復された絵画） 

○主要施策 

・文化団体、地域文化継承団体の育成支援 

・芸術文化の学習機会や鑑賞の機会の拡充 

・文化活動ネットワークづくり 

・青少年育成団体や諸活動団体との連携および育成支援 

○成 果 

市民の芸術・文化に対する意識の向上、青少年教育活動の支援が図られた。 
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○社会教育費の主な事業（続き）                           平成２７年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 男女共同参画社会づくり事業 
所管課 教育委員会 生涯学習課 社会教育係 

費 目 社会教育総務費 

事業費 

（千円） 
200 

財
源 

国 県 
市債（借入

金） 
その他 一般財源 

    200 

事業内容 

○鹿島市みんなの集い補助金                                       ２００千円 

男女共同参画社会づくりに向けての研修や講座及び成果の発表を行った。 

○主要施策 

家庭生活における男女平等意識の高揚 

○成 果 

各構成団体の活動内容を報告してお互いに再認識し、「男女共同参画社会づくり」の意識づけや成果の発

表をすることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(青空市場)                  (記念講演：杉田かおる氏) 

 

事業名 公民館指定管理事業 
所管課 教育委員会 生涯学習課 社会教育係 

費 目 公民館費 

事業費 

（千円） 
58,784 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    58,784 

事業内容 

 平成２０年度から地区公民館に指定管理制度を導入し、相互の連携を図るため「鹿島市公民館連絡協議

会」を年２回開催し、公民館事業・経理業務等についての連絡調整を図った。 

○地区公民館指定管理委託〈58,784 千円〉 

№ 公  民  館  名 委託料（千円） 委 託 団 体 名 

1 鹿島公民館 7,664 鹿島公民館運営協議会 

2 能古見公民館・のごみふれあい楽習館 13,304 能古見地区振興会 

3 古枝公民館・林業センター 9,119 古枝地区振興会 

4 浜公民館・臥竜ヶ岡体育館 9,887 浜町振興会 

5 北鹿島公民館 9,117 北鹿島振興協議会 

6 七浦公民館・漁村センター 9,693 七浦地区振興会 

○主要施策 

・地域コミュニティ活動の活性化、市民主体の組織活動の支援 

・地域と密着した活動の推進 

○成 果 

地区公民館の主体的な事業活動の支援、指導、助言を行い、地域の文化・特色に即した公民館運営を行

った。 

平成２７年度は２期目の指定管理３年目として、順調な運営を行うことができた。 
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○社会教育費の主な事業（続き）                           平成２７年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 地区公民館管理事業 
所管課 教育委員会 生涯学習課 社会教育係 

費 目 公民館費 

事業費 

（千円） 
10,491 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 117  1,167 9,207 

事業内容 

○さが段階チャレンジ交付金（ふるさとの歴史・文化再発見！親子で楽しむ歴史教室）      １３０千円 

○地区住民が多く集まる地区公民館において、安全に安心して地域コミュニティ活動ができるよう公民館施

設、設備等の修繕、改修工事、並びに、備品等の購入を行った。 

費 目 金額（千円） 内容 

修繕料 935 ・のごみふれあい楽習館外灯修繕  ほか 

工事請負費 6,166 ・北鹿島公民館屋上防水改修工事 ほか 

公有財産購入費 735 ・七浦公民館調理実習台購入 ほか 

備品購入費 1,035 ・能古見公民館、古枝公民館印刷機購入 ほか 

その他 1,490 ・消耗品費、旅費ほか 

合 計 10,361  

○主要施策 

・地域コミュニティ活動の活性化、市民主体の組織活動の支援 

○成 果 

 地域住民が安全安心に利用できるよう施設改修、施設整備並びに備品等の購入ができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （県交付金を活用して作成した歴史パンフレット）    （公民館の印刷機購入） 

事業名 
身近なユニバーサルデザイン推進事業 

（トイレ洋式化） 

所管課 教育委員会 生涯学習課 社会教育係 

費 目 公民館費 

事業費 

（千円） 
800 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 800    

事業内容 

 佐賀県身近なユニバーサルデザイン推進事業を活用し、市民がよく利用する公民館を対象に、和式トイレ

から洋式トイレに改修した。 

地区名 事業費（千円） 補助金額（千円） 備考 

執行分区 1,040 600 便器取替＋ブース改修：2基 

江福区 216 200 便器取替：1基 

合 計 1,256 800  

○主要施策 

・地域コミュニティ活動の活性化、市民主体の組織活動の支援 

○成 果 

地区住民が集まる公民館のトイレを洋式化に改修することにより、誰もが安全、安心に使いやすいトイレにな

った。 
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○社会教育費の主な事業（続き）                           平成２７年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 自治公民館建設等事業 
所管課 教育委員会 生涯学習課 社会教育係 

費 目 公民館費 

事業費 

（千円） 
900 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    900 

事業内容 

 地域住民の交流の場である自治公民館について、住民が利用しやすく、使いやすいように新築や改修を

する場合に補助をした。 

地区名 事業内容 事業費 （千円） 補助金額（千円） 備考 

本城区 玄関段差改修 436  100   

大木庭区 瓦葺替 1,825  400   

江福区 瓦葺替・空調設備 1,764  400   

合   計 4,024  900   

○主要施策 

・地域コミュニティ活動の活性化、市民主体の組織活動の支援 

○成 果 

地域住民が、安全に安心して利用できるように、自治公民館の改修や設備設置ができた。 

事業名 生涯学習センター管理事業 
所管課 教育委員会 生涯学習課 社会教育係 

費 目 生涯学習推進費 

事業費 

（千円） 
90,843 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   49 90,794 

事業内容 

平成２１年度から生涯学習センターに指定管理者制度を導入し、生涯学習事業の企画運営と施設管理を委

託し、事業の強化と利活用の推進を図った。また、開館より１４年を経過し設備の改修や、動作不良となった

備品等の更新を行った。 

○生涯学習推進費                       ○平成 27年度生涯学習センター利用状況 

目 決算額(千円)  施設名 利用者(人) 月あたり(人) 

生涯学習センター指定管理委託料 87,379 ホール 18,950 1,579 

需用費（修繕料） 1,958 研修室 12,238 1,020 

工事請負費 591 その他利用 31,146 2,596 

その他 915 合  計 62,334 5,195 

合    計 90,843     

・えいぶる事業(10 公演) 入場者数 延べ 5,523人 

・えいぶる講座 48講座(41 種類) 受講者数 延べ 1,878人 

・床の間コーナー展示事業 (4回) 

 

○主要施策 

・市民主体・主導による生涯学習の展開 

・社会教育や生涯学習の機会づくり・プログラムの提供 

・文化祭・エイブル祭など発表や交流の場づくりへの支援 

・生涯学習の情報ネットワークづくり 

・情報の提供や学習や活動の機会づくり 

 

             （えいぶる事業：おもしろ落語笑学校） 
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○社会教育費の主な事業（続き）                           平成２７年度 鹿島市決算（資料） 

事業内容 

○成 果                       

・えいぶる講座やえいぶる事業は、参加者による提案や企画を取り入れ、「市民立」にふさわしい事業を行う

ことができた。また、生涯学習事業として、各講座のアウトリーチ事業を行い、好評を得ており、継続実施をし

ていく予定。 

・寄付により正面玄関付近に、電波時計の寄贈を受けた。 

・館内の床の間コーナーを利用して、鹿島のすばらしい人物や伝統・文化に関する展示やギャラリートークを

行い、市民への PR と来館機会の増加を図った。 

・県の交付金事業を利用し、昨年度に続き、「有明海」をテーマにした「ぐるっと回る鹿島有明海」事業を実施

した。ラムサール条約登録と絡め、地域おこしの一環となるような事業展開を、来年度以降も関係機関と連

携して継続実施していく。 

・施設面では、防災の拠点並びに利用者の利便性を図るため、Ｗｉ－Fiのアクセスポイントを設置した。また

、安全、安心に利用できるよう設備の不具合を点検し、修理や更新を行った。 

 

 

 

 

 

                                                    左：寄付された電波時計 

                                                  右：男の料理教室 

 

事業名 市民図書館事業 
所管課 教育委員会 生涯学習課 社会教育係 

費 目 図書館費 

事業費 

（千円） 
67,878 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 648  1,100 66,130 

事業内容 

平成２１年度から図書館事業に指定管理者制度を導入し、より専門的なスタッフの配置と知識の習得によ

り、多様化・高度化した市民ニーズに対応できる図書館作りに努めた。なお、入館者数に関しては、依然減

少傾向にあるため、来館者数増加、遠隔地サービス拡充への取組みを強化し、企画事業や広報についても

工夫した。 

○図書館費                         ○平成 27年度市民図書館利用状況 

項   目 決算額(千円) 

 

項  目 総  数 １日平均 

図書館指定管理委託料 65,727 入館者数 129,037 442 

報酬 85 貸出人数 59,998 205 

図書資料、備品購入費 1,100 貸出冊数 274,320 939 

合   計 66,912 開館日数  292 日 

・「読み聞かせ」、「おはなし会」、冬の特大おはなし会による児童等に対する読書推進と利用促進 

・遠隔地対策としての「みにみに図書館」による配送貸出。（H２７年度：２６箇所、２，４１５冊） 

・ＷＥＢ予約、メールマガジン配信、利用状況確認等のインターネットサービス 

・市内保育園等の施設見学の受け入れ（１８団体延べ７５２人） 

○さが段階チャレンジ交付金(「ふるさとのお話・ふるさとの言葉語り隊」事業)            ６４８千円 

○閉架書庫ガス纁蒸（５年に１度の害虫駆除）                               ３１８千円 
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○社会教育費の主な事業（続き）                           平成２７年度 鹿島市決算（資料） 

事業内容 

○主要施策 

・市民主体・主導による生涯学習の展開 

・社会教育や生涯学習の機会づくり・プログラムの提供 

・県内関連施設の活用と相互連携 

・よりよい教育環境をつくる活動の推進 

・図書館資料などの充実と提供や地域貸出 

・「おはなし会」「ぶっくすくすく」など図書館企画の充実 

・子どもの読書活動推進 

・図書館ホームページ・広報誌の拡充                    （読書感想文指導） 

・市民向け巡回図書「みにみに図書館」（学校・公民館・企業・病院）の充実 

 

○成 果 

・開館時間９時３０分を今年度も行い、年末２８日を１日開館、年始４日を半日開館するなど、開館日数・時間

を増やし、利用者のニーズに応えた。 

・ケーブルテレビ版図書館だより「ケーブルｄｅみんと」の放送を開始し、お勧め本の紹介やイベントのお知ら

せを行いました。 

・県の交付金事業を利用して、鹿島の歴史や方言をテーマにした鹿島オリジナルの大型紙芝居を製作した

。高齢者、幼児・児童施設での読み語りなど活用しました。 

・蔵書点検、資料除籍を行い、資料の適切な管理を心掛け、新陳代謝を図った。 

・生涯学習課と共同で地域資料の調査を行い、地域の資料発掘にも貢献した。 

・ふるさと納税や寄付金によって図書資料、図書館備品を購入しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（寄付金で購入したベビーカー）            （県交付金を活用して製作した大型紙芝居） 
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○社会教育費の主な事業（続き）                           平成２７年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 社会同和教育事業 
所管課 教育委員会 生涯学習課 社会教育係 

費 目 社会同和教育費 

事業費 

（千円） 
3,405 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 1,095   2,310 

事業内容 

○社会同和教育啓発事業 

・児童・生徒への人権に関する作文・標語・ポスターの募集と表彰 

応募総数３，８３２点  （作文：１，３０２点、標語：１，８４８点、ポスター：６８２点） 

・人権学習会の開催 

（７回：４００人） 

・人権・同和問題懇談会の開催 

  鹿  島地区 ３回：１４１人 （高津原区６８人、西牟田区４６人、大字重ノ木２７人） 

  能古見地区 １回：３８人 

  北鹿島地区 １回：５０人 

･市職員対象の人権・同和問題研修会開催 

  （３回：１６６人 嘱託・臨時職員含む） 

・市報に「ひろげよう人権の輪」を毎月掲載 

・文化教養講座の開催 

   教育集会所：書道教室（２４回：のべ２２７人） 

   同和教育集会所：ペン習字教室（２４回：のべ２０９人） 

   生花教室（１２回：のべ８７人） 

 

○市民意識調査（5年に1回実施） 

調査期間 9/24～10/27 

調査対象 市内20歳～70歳男女 1,000人抽出 

回 答 率 38.3％ 

報 告 書 120部作成 

 

○主要施策 

・人権啓発活動の推進 

・学校及び社会同和教育の推進 

○成 果 

学校・地域等における人権作品の取組みや学習会、研修会、懇談会の実施により、人権・同和問題に

対する正しい理解と認識を深めてもらうことができた。 

（人権ポスター） 

 特選（中学生）                        特選（小学生） 
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○社会教育費の主な事業（続き）                  平成２７年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 文化財保護対策事業 
所管課 

教育委員会 生涯学習課 

 文化・スポーツ係 

費 目 文化財保護対策費 

事業費 

（千円） 
15,751 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 14,542  60 1,149 

事業内容 

○鹿島高等学校普通教室棟新築工事に伴う鹿島城跡・旭ヶ岡遺跡発掘調査      １４，５４３千円 

校舎建築工事に伴い発掘調査を実施した結果、旭ヶ岡遺跡から弥生時代中期の墓地を検出し、甕棺墓、石

棺墓、土坑墓が出土した。墓内からは鉄戈、銅矛、石剣、勾玉、管玉などが出土し、旭ヶ岡遺跡が弥生時代中

期の鹿島地区の中心的な遺跡であり、調査地区が集落の支配者を埋葬した重要な墓域であったことが判明し

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                調査区全景                               

                    

 

             

戈 出

土 状

況                        

甕 棺

出土     

 

○県指定重要文化財「赤門及び大手門修理検討委員会及びワーキンググループ会議の開催」    ８２千円 

 赤門の楠木の伐採と袖塀の崩落防止方法、大手門の地盤調査の方法等について協議を行った。 

○市重要文化財「明治９年地租改正字引絵図」のデジタル複製                      １０４千円 

 平成２６年度に追加指定した「三部区の明治９年地租改正字引絵図」のデジタル複製を行い、図書館等で簡

便に利用できるようにした。 

 

楠木による赤門袖塀の毀損状況               肥前国三十八大区三小区藤津井手村絵図（三部地区） 

鉄戈出土状況 甕棺出土状況 
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○社会教育費の主な事業（続き）                  平成２７年度 鹿島市決算（資料） 

事業内容 

○岩屋山興法寺（岩屋観音）看板設置工事                                  １８２千円 

 岩屋山興法寺（岩屋観音）の既設の説明看板が風雨により痛んでおり、再設置した。 

 岩屋山興法寺（岩屋観音）看板   

○市内埋蔵文化財試掘・確認調査事業(８件)                                ５０４千円 

市内の各種開発行為に先立ち、埋蔵文化財保護のための事前調査を実施した。 

 

○文化財保護対策                                                 ３３６千円 

・文化財保護審議会(2回) 

・文化財管理補助(７件) 

・文化財防火デー(大雪のため中止) 

・施設維持・各種負担金・旅費・その他 

 

○主要施策 

・文化的資産の調査と鹿島市にとって重要な文化財の指定 

・文化財や埋蔵文化財の保護 

・地域の民俗芸能や祭礼行事、伝統工芸などの保存継承の支援 

・鹿島が誇る伝統文化の内外への発信 

・郷土の歴史文化を学び親しむ機会の提供 

・文化財の収集・保存と活用に向けた、施設の整備と設備の拡充 

 

 

○成 果 

鹿島高等学校普通教室棟新築工事に伴い実施した、鹿島城及び旭ヶ岡遺跡の発掘調査によって、弥生時代

中期の墓地が発見され、墓の中から鉄戈をはじめとする重要な遺物が出土した。このことによって旭ヶ岡遺跡

がこの時代の鹿島地方の中心的な集落であったことが明らかになり、また北部九州の有力なクニとも交流があ

ったこと、出土した墓が旭ヶ岡遺跡の支配者であったと考えられることから、これまでよくわかっていなかった鹿

島地域の弥生時代中期の状況が明らかになった。 

また赤門の袖塀が隣接する楠木の影響により倒壊寸前になっているが、鹿島高等学校の協力により伐採に向

けた取り組みが進んだ。 

文化財案内看板の設置など市指定等の文化財保護や活用に向けた取り組みの強化を行った。埋蔵文化財に

ついては円滑に開発と文化財保護の調整を行うことができた。 
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○社会教育費の主な事業（続き）                  平成２７年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 
伝統的建造物群保存事業 

（肥前浜宿継場管理事業） 

所管課 
教育委員会 生涯学習課  

文化・スポーツ係 

費 目 文化財保護対策費 

事業費 

（千円） 
1,404 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    1,404 

事業内容 

○肥前浜宿継場の指定管理委託                                      １,３４４千円 

継場の管理運営を、特定非営利活動法人肥前浜宿水とまちなみの会に委託し、管理運営業務などにあたって

もらっている。 

○土地賃借料                                                    ６０千円 

 

○主要施策 

・文化的資産の調査と鹿島市にとって重要な文化財の指定 

・関係機関との連携による歴史や文化を活かした地域づくりの推進 

・重要伝統的建造物群保存地区など、歴史的な町並みや景観の保全・活用 

 

○成 果 

文化財施設をまちづくりの拠点、観光情報・案内拠点としての活用ができた。 
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１０款. 教育費  （５項）保健体育費 

保健体育振興事業としては、総合型地域スポーツクラブ「スポーツライフ・鹿島」（会員数 604 人）で体験教

室の実施及びクラブ員交流事業により会員発掘や活動内容の周知を図った。各種スポーツ事業では、健康

維持づくりの一環としてスポーツをする機会の提供と交流が図られた。また、平成 23 年度より実施しているス

ポーツ合宿においては、初参加となる東洋大学陸上競技部・東京農業大学陸上競技部など 6 団体の合宿を

受け入れた。 

 体育施設管理事業として、陸上競技場 3種公認検定の為、トラックのレーン改修等の整備を実施した。 

 ○保健体育費の主な事業 平成２７年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 スポーツ推進事業 
所管課 教育委員会 生涯学習課 文化・スポーツ係 

費 目 保健体育総務費 

事業費 

（千円） 
7,411 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   430 6,981 

事業内容 

 スポーツ合宿誘致事業では、関東学連の大学など 6 団体（初参加となる東洋大学陸上競技部、東京

農業大学陸上競技部を含む）が合宿を行った。合宿の際の交流事業では、競技者の育成や競技人口の

増加が図られたとともに、全国区で活躍する選手を間近に見ることで、小中高生の関心を深め、将来に

向けた夢や目標を持つ機会の創出ができた。 

 また、市民が、スポーツを通して健康増進が図られるように、総合型地域スポーツクラブを推進し、気軽

にスポーツを楽しめる機会と場所の提供を行った。 

○事業内訳 

№ 事業名 事業費（千円） 事業概要 

１ スポーツ推進委員育成事業 901 

・スポーツ推進委員によるスポーツの振興、指導 

・総合型地域スポーツクラブによる｢四季めぐりウ

ォーキング｣などの実施 

２ 各種スポーツ推進事業 6,382 

・スポーツ合宿誘致事業の実施（6 団体） 

・壮年ナイターソフトボール大会の実施 

・県民体育大会、市民体育大会実施の協力 

３ 保健体育推進事業 128 ・体育施設協会負担金ほか 

○スポーツ合宿の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

（東洋大学陸上競技部の陸上教室）           （大東文化大学陸上競技部の交流風景） 

 

【H27 年度合宿団体：6団体】 

・ひらまつ病院陸上部 15 名      ・明治大学競走部 37 名 

・大東文化大学陸上競技部 17 名  ・順天堂大学陸上競技部 24 名 

・東洋大学陸上競技部 15 名     ・東京農業大学陸上競技部 24 名 
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○保健体育費の主な事業（続き）                          平成２７年度 鹿島市決算（資料） 

 

○主要施策 

・スポーツ指導者の充実と活用 

・スポーツの生活化及び、子供から高齢者までの総合型地域スポーツクラブ（子どもの居場所づくりを

含む）を中心とした生涯学習スポーツの推進 

・スポーツクラブの育成強化と各種目団体における競技力の向上 

・スポーツ合宿の推進 

 

○成 果 

市民に広くスポーツへの関心を与えるとともに、多様な交流機会増大による青少年健全育成並びに地

域の活性化を図るために、スポーツ合宿の誘致活動を展開し、箱根駅伝で有名な大学等 6 団体の誘致

が実現した。なお、今回は H28 年箱根駅伝 2位の東洋大学と東京農業大学が初合宿となった。  

 小中高生を対象とした一流選手の陸上教室は非常に評判が良く、また、園児との交流会は異世代間の

交流となり、大変有意義な交流ができた。 

事業名 市立学校体育施設開放事業 
所管課 教育委員会 生涯学習課 文化・スポーツ係 

費 目 保健体育総務費 

事業費 

（千円） 
428 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   428  

事業内容 

市内の９小・中学校の体育館を市民に対し夜間開放を実施し、スポーツの推進と体育施設の有効利

活用を図った。 

 

○主要施策 

・スポーツ施設の維持管理と効率的活用及び学校体育施設の有効利活用 

 

○成 果 

市内７小学校と２中学校の体育館については、一般向けに夜間開放を行いスポーツ実施機会の提供

を図った。 
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○保健体育費の主な事業（続き）                          平成２７年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 スポーツ組織等の強化育成事業 
所管課 教育委員会 生涯学習課 文化・スポーツ係 

費 目 保健体育総務費 

事業費 

（千円） 
2,366 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   597 1,769 

事業内容 

 スポーツの普及振興、スポーツ少年団等の育成及び各種競技の技術向上を図るために、大会の

開催協力や支援事業を実施した体育協会へ補助を行った。 

 また、県代表として全国大会、九州大会へ出場した小中学生（個人、団体）に対し、補助金を

交付した。 

○事業内訳 

№ 事業名 事業費 事業概要 

１ 体育協会補助金等 1,900 

・体育協会事業補助金 950 千円 

・県民体育大会業務委託 850 千円 

・スポーツ振興事業交付金(指定寄附金) 100 千円 

２ 
全国大会、九州大会出場 

補助金 
466 40 件 

○体育協会事業（公認第 65 回鹿島祐徳ロードレース大会の様子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （祐徳ロードレース ハーフマラソンスタート）       （祐徳ロードレース ハーフマラソンの表彰式） 

 

○主要施策 

・スポーツクラブの育成強化と各種目団体における競技力の向上 

 

○成 果 

市体育協会と共催で祐徳ロードレース等を開催し、市民の健康づくりや、親睦と融和と市民間の仲間

づくりに併せ、競技力向上やスポーツ活動人口の拡大に努めた。なお、大会には招待選手として関東学

連の強豪大学の選手が参加し、大変盛り上がった。 
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○保健体育費の主な事業（続き）   平成２７年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 体育施設管理事業 
所管課 教育委員会 生涯学習課 文化・スポーツ係 

費 目 体育施設管理費 

事業費 

（千円） 
107,053 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   28,880 78,173 

事業内容 

 市民にスポーツができる場所を提供し、市民が安全にスポーツを楽しめるように、施設の維持管理、修

繕等を行った。 

 市内体育施設においては、北鹿島体育館の排煙オペレータの修繕や七浦Ｂ＆Ｇ海洋センタープール

屋根テントの補修を実施した。 

 蟻尾山公園管理事業では、陸上競技場の部分改修工事及び棒高跳び用マットの改修を実施した。 

○事業内訳 

№ 事 業 名 事業費 事 業 概 要 

１ 
体育館及び広場 

管理事業 
14,718 

・市民体育館他管理業務委託        4,871 千円 

・修繕料（北鹿島体育館排煙オペレータ修繕ほか） 

4,554 千円 

・市民体育館パッケージ型消火設備取り付け 

     1,770千円 ほか 

２ 
七浦海浜スポーツ公園 

管理事業 
5,022 

・施設管理等業務委託           2,585 千円 

・修繕料（プール屋根テント補修）      467千円 ほか 

３ 
北公園テニスコート 

管理事業 
7,171 

・施設管理等業務委託           4,910 千円 

・修繕料（北公園水銀灯安定器取替）    54千円 ほか 

４ 体育施設管理作業事業 2,308 ・作業員賃金ほか 

５ 蟻尾山公園管理事業 77,834 

・指定管理委託(市体育協会)      51,535 千円 

・修繕料（棒高跳び用マット改修ほか） 2,884 千円 

・陸上競技場部分改修工事ほか    21,101 千円 

・備品購入（芝管理機器ほか）      2,114 千円 ほか 

○市民体育館パッケージ型消火設備           ○陸上競技場部分改修工事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○主要施策 

・スポーツ施設の維持管理と効率的活用及び学校体育施設の有効利活用 

○成 果 

市内体育施設の改修や修繕を計画的、また迅速に実施することで、利用者が安心安全で快適に利用

出来るように努めた。 
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○保健体育費の主な事業（続き）                 平成２７年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 学校給食運営事業 
所管課 教育委員会教育総務課 学校給食センター 

費 目 学校給食費 

事業費 

（千円） 
111,812 

財 

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   1 111,811 

○事業内容   学校給食には、児童生徒の心身の健やかな発達を支えるため、安全・安心でおいしい 

給食を提供することが求められており、共同調理場方式で１９４日の給食を実施した。                                             

           小学校 ９校 (うち分校２校)      １，６４５食    

中学校 ２校             ９７２食 

その他 （学校職員ほか）            ２４０食 

                   計           ２，８５７食 

米飯給食においては、平成１８年１１月から鹿島産の米を１００％使用しており、平成２１年４月 

からは米飯回数を週１回増やして週４回(月,水,木,金)とし、パンを週１回(火)実施している。 

平成２３年度から小学校、平成２４年度からは中学校の新学習指導要領に食育の推進が明記されて 

おり、栄養士を中心として食育授業や給食訪問により食育の推進と指導に取り組んだ。 

夏休み期間を利用して、市内の児童・生徒及び保護者を対象とした親子料理教室を開催し親子１２ 

組３１人が参加し、栄養士と調理員の指導のもと、一緒に作る調理の楽しさや食の大切さを実感して 

もらった。 

全国学校給食甲子園出場を通して地元生産者の皆様の協力を得ることができた。 

平成２６年度から調理・配送部門を民間委託に移行し、安全・安心でおいしい給食の安定供給を前提とし、

事業の効率化を図るようにした。なお、献立の作成、給食物資の調達・検査業務、調理の指示についてはこれ

までどおり市で対応している。 

施設・設備面では、第 1 調理場蒸気配管更新工事及びミーティングルーム床等改修工事を行い充実を

図った。 

 

学校給食運営事業 １１１，８１２千円 （材料費を除く） 

○親子料理教室 

    

○センター見学  

 

 

【内訳】人件費         １６,０８１千円 

消耗品（洗浄用洗剤他）    １,７８９千円 

燃料費（ガス,ガソリン他）    ８,０７６千円 

光熱水費（電気,水道）      ６,２６４千円 

修繕料（配管設備,洗浄機）     ２,４２０千円 

役務費（調理機点検手数料他）  １,６１５千円 

委託料（調理・配送等業務他） ６６,０００千円 

工事請負費(蒸気配管工事他)  ８,２５１千円

備品購入費(食缶他)         １,０９４千円 

その他の費用             ２２２千円 

      

○主要施策 

・豊かでバランスのとれた学校給食や食育を

含めた健康教育と体力づくりの一層の充実

に努める。 

・学校給食における地産地消の推進と施設設

備の維持、改善を行う。 

○成  果 

新鮮な旬の食材を多く取り入れ、行事食や

各学校のアンコール給食等によりおいしい

給食を提供し、食への関心が高められた。 

また、栄養士を中心とした食育授業・指導

等により、子どもたちが自らの食生活を振り

返り、食に関する知識を深め、正しい食事の

摂り方や望ましい食習慣の形成が図られた。 

 

 

 


